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「令和2年7月豪雨における権限代行の
取り組み」について

九州地方整備局　道路部　路政課

１．はじめに

令和 2年 7月豪雨では、九州南部に停滞した梅雨前線により 7月 3日夜から 4日の朝にかけて熊本県南
地域が記録的豪雨に見舞われました。
球磨川流域では、6000 戸を超える家屋が浸水する事態となりました。
道路の被災としては、熊本県内において、直轄国道 4カ所、補助国道 25 カ所、地方道 113 カ所の通行
止めが発生し、道路橋 10 橋、鉄道橋 3橋（7/5 時点での確認）が流失してしまうといった未曾有の災害
となりました。
本稿では、ライフラインを寸断されたことにより、孤立集落が多数発生した状況の中、一刻も早い啓開
が必要でもあることから、地方公共団体からの要請及び協議によって、国による権限代行の手続きと災害
復旧の取り組みについて紹介します。

２．令和 2年 7月豪雨の気象状況

■大雨特別警報：7月 4日 04 時 50 分 発表

（熊 本 県）天草芦北地方・球磨地方・宇城八代
（鹿児島県）長島町・出水市・阿久根市・伊佐市

■記録的短時間大雨情報：熊本県では計 6回発表

7/4 
1 回目 03:20 芦北町付近 約 110mm/h
2 回目 03:30 八代市付近 約 120mm/h
3 回目 03:30 芦北町付近 120mm/h 以上
4回目 06:00 芦北町付近 約 110mm/h
5 回目 06:30 芦北町付近 120mm/h 以上
6回目 08:30 人吉市付近・球磨村付近 約 110mm/h

梅雨前線が九州付近に停滞し、7月 4日熊本県南部を中心に局地的
に猛烈な雨が記録されました。
熊本県湯前町湯前横谷観測所（気象庁）では、1,336 ㎜の期間累計

雨量を記録（7/18 日 10 時 00 分現在）
7 月 3 日 21 時から 4 日 09 時までの 12 時間雨量が田浦（芦北町）

（7/4　雨雲レーダー）

（7/4　浸水状況：人吉市街部）
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386.5mm/12h、人吉（人吉）340.5mm/12h、一勝地（球磨村）396.5mm/12h になるなど、降水量がこ
れまでの記録を大きく更新した観測点が多数発生しました。

（7/4　西瀬橋流失：人吉市） （7/4　流失した鉄道橋と相良橋：球磨村渡）

３．TEC-FORCEの活動状況

○九州TEC道路班は、国道 219 号の被災状況を広域TECを含めて 1日最大 14 班 54 名で調査実施
（広域TEC：北海道開発局・沖縄総合事務局及び 6整備局の計 64 班が現地で被災状況を調査）
TEC-FORCEは、7/4 ～ 8/4 の約 1箇月間では、のべ 6,932 名　1日最大 266 名が活動しました。

（八代市坂本町被災状況調査）    （八代市坂本町被災状況調査）

（八代市坂本町深水橋被災状況調査） （人吉市人吉大橋被災状況調査）



道路行政セミナー　2020.11　　3

西瀬橋

  （球磨郡球磨村被災状況調査） （人吉市西瀬橋被災状況調査）

鎌瀬橋

（八代市坂本町鎌瀬橋被災状況調査） （広域 TEC被災状況調査）

○令和2年5月に道路種別を問わず、国が地方管理道路を代行できるよう道路法を改正

４．国による地方管理道路の道路啓開及び災害復旧代行制度（概要）

災害時において、迅速な道路啓開及び災害復旧工事を行い、安全かつ円滑な道路交通の確保を図る事が
急務となっており、近年の災害の激甚化、頻発化を踏まえ、令和 2年 5月の道路法改正により、補助国道・
都道府県道や市町村道の災害復旧等についても道路法に基づき、国土交通大臣が権限代行できるようにな
りました。

７／４　災害発生
↓
７／１３　総理現地視察
（知事より権限代行要請）
↓
７／１５　国交大臣現地視察
（知事より要望書提出）
↓
７／１７　組織改正上申
（補助国道・地方道の災害復旧工事を
八代河川国道事務所に追加）
↓
７／２０　要請書
（熊本県・八代市・人吉市・芦北町・
球磨村より法１７条７項に基づく要請
書受理）
↓
７／２２　権限代行告示
（要請書の回答
　権限代行の協議・回答
　権限代行の告示・組織改正）
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災害発生から 18 日後の 7月 22 日に権限代行のため
・県道及び市町村道の権限代行協議の内容
・国道 219 号、県道及び市町村道の権限代行工事開始の告示を行いました。
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５．国の権限代行による災害復旧〔国道 219 号及び並行する県道等〕

○県道、市町村道の災害復旧代行にあたって、拡充された道路法の規定を初めて適用
○組織改正：補助国道・地方道の災害復旧工事を八代河川国道事務所に追加
○球磨川に架かる 10 橋、両眼道路約 100kmの早期復旧に向け、7月 22 日に着手しました。

国道219号等災害復旧（権限代行）位置図
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６．災害復旧活動を支援する啓開ルートの整備

○災害復旧活動に必要な緊急車両の通行確保を目的として八代市から人吉市を結ぶ球磨川沿いの啓開
ルートの整備を 8月 11 日に完成させ、緊急車両が通行可能になりました。
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７．応急組立橋を活用し早期の通行確保（主要地方道 人吉水俣線 西瀬橋）

○通学路にも指定されていた西瀬橋の上部工 4径間のうち 1径間（43m）が今回の災害により流出しま
したが、応急組立橋を活用した仮橋を架設し、9月 4日に通行可能となりました。

８．災害復旧のため【八代復興出張所】を設置（令和 2年 9月 1日）

○令和 2年 7月豪雨により、甚大な被害を受けた河川、道路の災害復旧工事等を迅速かつ一体的に進め
るため、八代河川国道事務所に「八代復興出張所」を設置しました。
　当出張所は、災害復旧工事等を専属で担当する組織として、関係機関との調整や連携を図りながら迅
速かつ円滑な工事の実施等を可能とし、被災地の復旧・復興の加速化を行っていきます。

左：九州地方整備局長と
八代河川国道事務所長によ
る開所式

右：出張所職員
このほかに、各事務所から
の支援職員と共に業務を
行っております。
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９．最後に

○毎年のように発生する、数十年に 1度と言われる豪雨など、気候変動の影響等により、激甚な災害に
対し、九州地方整備局において、地域と共に全力で取り組んでおります。
　今回の災害対応におきましても、本復旧工事など早期の復旧復興を願う地域の皆さまからの期待に応
えるためにも、使命感をもって整備局職員一丸となって、災害復旧・復興に邁進してまいります。
　※九州地方整備局において、西瀬橋の被災から啓開までの動画を youtube で公開しております。
　　機会がございましたら、ご覧下さい。
　　参考URL： https://youtu.be/aaOGYv1ZYWU


